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何のための外部資金か

 出口指向型で、目的型基礎研究を発展させ、出口指向型研究として将来の実用化
や事業化を目指し、事業の趣旨に沿った研究を実行するものです。

 科研費とは異なり、先生方自身の非目的型基礎研究を進めるための予算ではあり
ません。

 科研費ほどの自由度はなく、採択後には、原則、目標達成に向け当初計画に沿っ
て実施いただくものです。

 研究費の内、直接経費に対する３０％が間接経費として含まれています。
※間接経費は、大学本部に納入され大学全体の運営のために有効活用されています。



管轄省庁等 事業趣旨（研究分野） 段階 提案者 主な事業

文科省、JST 大学の研究シーズをベー
スとして産学連携で実用
化を目指す。（医薬・医
工系以外すべて）

研究シーズから
製品化まで

大学単独、
企業と大学
の連名

A-STEP

経産省、NEDO 企業の研究開発を大学と
の共同で進め、事業化を
目指す。（医薬・医工系
以外すべて）

共同研究のため
のシーズの創出
から製品化・事
業化まで

大学単独、
企業と大学
の連名、
企業単独

NEDO・若手研究者発
掘支援事業、サポイン

総務省、NICT 新規な情報通信技術の研
究開発を行い、実用化を
目指す。（情報通信系）

共同研究のための
シーズの創出から
製品化・事業化ま
で

大学単独、
企業と大学
の連名

SCOPE

農水省、NARO 農林水産業に関する研究
開発を行い、実用化を目
指す。（農林水産系）

共同研究のための
シーズの創出から
製品化・事業化ま
で

生産者団体
と大学の連
名

イノベーション創出強
化支援事業

厚労省、A-MED 医療系の薬や装置などに
関して、新規な研究開発
を行い、実用化を目指す。
（医薬・医工系）

共同研究のための
シーズの創出から
製品化・事業化ま
で

大学単独、
企業と大学
の連名

シーズA、シーズB、
シーズC

代表的な産学連携型の競争的資金

等々…



事業と研究ステージのイメージ
基礎 シーズ

（特許出願）

共同研究 試作 実用化 製品化

科研費

A-STEP NEXTEP

サポイン

若手発掘

総務省、NICT事業

農水省、NARO事業

厚労省、A-MED事業 等々…科研費



研究成果最適展開支援プログラム
（A-STEP）

トライアウト について
産学連携展開部 地域イノベーショングループ

イノベーションプランナー 入野和朗
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研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）
支援

メニュー トライアウト
産学共同 企業主体

育成型 本格型 マッチング
ファンド型 返済型

目的
狙い

大学等のシーズが
企業ニーズの達成
に資するか、可能
性を検証する。

大学等の基礎研究成
果を企業との共同研
究に繋げるまで磨き
上げ、共同研究体制
の構築を目指す。

大学等の技術シーズの
可能性検証、実用性検
証を産学共同で行い、
実用化に向けて中核技
術の構築を目指す。

大学等の研究成果・技術シーズに基
づく企業主体による実用化開発を行

う。

課題
提案者

大学等の研究者 大学等の研究者 企業と大学等の研究者 企業※1

研究
開発費※2

上限300万円
（総額）

上限1,500万円
（年額）

上限1億円
（年額）

上限5億円
（総額）

原則、上限10億円
（総額）

研究開発
期間 最長2年度 最長3年度 最長5年度 最長6年度 原則、最長6年度

資金の
種類

グラント マッチングファンド
マッチング
ファンド
実施料納付

開発成功時:要返済
開発不成功時:
90%免除
実施料納付

※1：マッチングファンド型は資本金10億円以下の民間企業が対象。
※2：間接経費を含む。



支援金額・対象・期間等
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企業が技術の実現性を判断するために、研究機関が行う課題解決とエビデンス
取得に必要な研究開発費を支援します。

【研究開発費】 総額３００万円を上限（間接経費含む）

【支出機関】 原則、「大学等」
※必要性が認められた場合は、企業等への支出可

【研究開発期間】 最長2年度
※原則、1年間もしくは翌年度末までの2種類から選択

【契約】 JST指定の雛形に基づき、研究委託契約を締結
（支出先と個々に契約を締結。研究再委託不可）

トライアウト



トライアウトの概要
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 目的
大学等の研究成果に基づいた、企業等が着目する技術の
実現可能性を検証するための試験研究を支援

 ねらい
本格的な共同研究開発に繋げることにより、科学技術イノ
ベーションの創出や、地域社会の持続的な発展への貢献、
社会的・経済的な波及効果の創出を期待する。

 研究開発体制
研究代表者・企業・支援人材の３者が協力して実施※

JSTのマッチングプランナー等が課題の実施をサポート

トライアウト

※ ただし、「2020年4月1日時点で40歳未満」の研究代表者は、企業担当者なしでも応募可能です。



令和2年度公募の概要
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支援メ
ニュー

募集期間 選考期間（予定） 研究開始日
（予定） 採択予定件数※

開始 締切 書類 面接

トライアウト 3月31日
（火）

5月21日
（木）
正午

5月下旬～8月
中旬 － 10月1日 240課題程度

産学共同 3月31日
（火）

5月28日
（木）
正午

6月上旬～7月
中旬

8月中旬～8月
下旬 11月1日 育成型：70課題程度

本格型：30課題程度

企業主体
（マッチング
ファンド型）

3月31日
（火）

6月25日
（木）
正午

7月下旬～9月
下旬

9月下旬～10月
下旬 12月1日 若干数

企業主体
（返済型）

通年募集
（年3回締切有り）

募集締切後1～
3ヶ月程度

募集締切後3～
4ヶ月程度

協議の上、
決定 若干数

※ 採択件数は課題提案の状況や予算により変動。



【参考】過去の応募・採択状況
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H28年度 H29年度 H30年度 令和元年度 令和二年度 追加募集

応募
数

採択
数

倍率
₍採択
率）

応募
数

採択
数

倍率
₍採択
率）

応募
数

採択
数

倍率
₍採択
率） 応募

数
採
択
数

倍率
₍採択
率）

応
募
数

採択
数

倍率
（採
択率

応
募
数

採
択
数

倍率
（採
択率

647 255
2.5
（39
%）

1,132 185
6.1
（16
%）

816 90
9.1
₍11
%₎

454 12
5

3.6
₍27.
5％₎

83
2 259

3.2
（3
1.1
％）

87
9

2.9
(30
0%
)

34
%610 50 12.

2 411 91 4.5

157 10 15.
7 186 33 5.6

※ 括弧内はFSタイプの採択数（内数）

令和2年3月31日時点

1/11件採択 9％

愛媛大の例年の採択 13％

5/15件採択 33％愛媛大学の採択率は低い。原因は、準備不足。



選考の観点
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以下の観点に基づき総合的に実施します。
観点① 技術シーズの新規性・優位性

独自性の高い研究成果に立脚し、優位性のある技術を目指した提案であること。

観点② イノベーションインパクト
実現を目指す技術や製品等が、その利用者等へ直接的なメリットをもたらし、また、
他の技術等の変革を促し、経済的価値の創出が期待されること。

観点③ 研究開発の目標
研究開発期間終了時点までの目標が、技術の実現可能性の判断を行ううえで妥当で
あること。

観点④ 研究開発の計画
目標達成までの課題が的確に把握され、提案された計画（実施内容、スケジュール、
実施体制等）が具体的かつ実行可能であること。

なお、評価においては、直接的に地方創生に貢献するとともに広範な波及効果を喚起し、
将来的に地域社会の持続的な発展へつながることが期待されるか等の観点も考慮します。

トライアウト



NEDO若手研究者発掘支援事業

マッチングサポートフェーズ
1テーマ当たり 年間500万×2年間

共同研究フェーズ
1テーマ当たり 年間3,000万×5年間

1テーマ当たり 共同研究費用と同額の支援。事業開始時に企業との契約が必要。
※マッチングサポートフェーズ機関を含む。

実用化に向けた目的志向型の創造的な基礎又は応用研究を行う大学等に所属する若手研究者
※を発掘し、若手研究者と企業との共同研究等※4の形成を促進する等の支援をすることによ
り、次世代のイノベーションを担う人材を育成するとともに、我が国の産業技術力向上に貢
献することをめざします。
※若手研究者とは、大学等に所属する博士号を取得した45歳未満の研究者を指す。



採択率
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第一回
マッチング
フェーズ

第一回
共同研究
フェーズ

第二回
マッチング
フェーズ

第二回
共同研究
フェーズ

第三回マッ
チング
フェーズ

第三回
共同研究
フェーズ

R2/6/23-R2/8/17 R2/12-28-R3/2/5 R3/8/31-10/25

最採択数/
応募数

36/154 25/30 17/89 16/21 未公開 未公開

採択率 23.3％ 83.3％ 19.1％ 76.1％ 未定 未定

第二回までの愛媛大学での申請実績は0です。
第三回に３件の申請がありました。
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まとめ
 研究分野によって、活用できる資金はたくさんあります。
 ある程度、提案時のエビデンスとなるデータを貯めておいて下さい。
 特許あるいは論文があると、採択率が向上します。
 JSTの地域担当者も活用し、十分に事前検討をし、提案書の準備をお願いします。
 不採択となっても、何度か挑戦し、ブラッシュアップすることで、採択されやすくなります。
 ブラッシュアップやデータ蓄積のために、社会連携推進機構の産学連携推進事業をご活用くだ
さい。機構の担当者もお手伝いします。

 補正予算が組まれることもありますので、準備をしておいてください。
 新たに企業との連携が必要な場合は、早めに社会連携推進機構のスタッフにご相談ください。
 書類のブラッシュアップや企業との対話・調整など、社会連携推進機構にご相談ください。

＜お願い＞
社会連携推進機構から、企業相談をお願いする場合がありますので、その際は前向きにご検討をお願いします。

種々の産学連携型の競争的資金を有効活用して、出口指向型の研究をご推進下さい。
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